
試験名等 はやぶさ帰還カプセル展示会 LIDARフィールド試験 実験名等

開 催 日 平成23年2月23日～27日 平成25年5月27日～31日 開 催 日

関連写真

探査機名

内 容

60億キロの旅から帰還
し、日本国民に感動を与
えた「はやぶさ」の再突
入カプセル「背面ヒート
シールド」などの実物展
示が大樹町で開催されま
した。5日間の展示期間中
に8,293人が来場し、大
盛況のうちに幕を閉じま
した。カプセル落下地点
の予測は、風の動きをよ
く知っている、大気球実
験室の知識・経験により
最終決定されました。(大
気球実験室は、大樹町を
拠点として実験を行って
います)実際の落下地点は
予測とわずかの差しかな
かったようです。

はやぶさ２が目指す小惑
星 「 1999JU3 」 に 接
近・着陸するために必須
で あ る 「 レ ー ザ 高 度 計
(LIDAR)」のフィールド
試験が航空公園で実施さ
れました。レーザ高度計
は、対象天体に向けレー
ザを発射し、天体表面で
散乱して帰ってくるレー
ザ光を検出します。レー
ザ光の往復時間を測定す
ることによって、探査機
と天体表面との距離（高
度）を測定する装置で、
小惑星の形状や地質の測
定にも活用されます。は
やぶさ2に搭載された装置
です。

内 容

前年のLIDAR試験に引き
続き、航空公園で、レー
ザ高度計の実験(LIDARX
フィールド実験)が行われ
ました。今回実施された
実 験 は 、 新 た に 開 発 し
た、大きさ3mm四方のIC
チップ(LIDARXベアチッ
プ)の性能チェックが主な
目 的 で す 。 こ の チ ッ プ
は、レーザ光の送受信を
読み取り、距離を測定す
るためのもので、将来の
小惑星や月惑星探査機の
レーザ高度計のために開
発されています。
※注.この装置が実際に搭
載される探査機は未定で
す。

LIDARXフィールド実験

はやぶさ２はやぶさ

探査機名

小惑星・月惑星探査機など

関連写真

平成26年9月22日～10月3日

「宇宙のまち大樹町」の取組や実験内容などを紹介!!

大樹町と“はやぶさ”
大樹町でも“はやぶさ”に関係する実験が行われています。

昨年は、はやぶさ２に搭載された重要な装置の試験が行われました。

その試験内容等を紹介します。

平成26年12月3日13時22分04秒、日本国民に感動を与えた「はやぶさ」の
後継機「はやぶさ2」が、H-ⅡAロケットに搭載され、鹿児島県にある種子島

宇宙センターから打上げられました。はやぶさ２は2018年に小惑星「1999
JU3」(地球と火星の間を周っている小惑星。直径約900m)に到着し、東京オリン
ピックが開催される2020年に帰還予定です。

はやぶさ２打上げ成功！

将来の惑星探査に向けて

レーザ高度計(LIDAR)背面ヒートシールド

LIDARXベアチップ

将来のミッションへ向けた実験が実施さ
れました。昨年に引き続き、レーザ高度
計の実験です。

(C)JAXA

実験の様子

(C)JAXA (C)JAXA



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１３日（土）大樹町生涯学習センターで、講師に宇宙航空研究開発機構(JAXA) 大川拓也先生を迎え、

「宇宙のおはなしとふたご座流星群観測会」を開催しました。当日は１００名近くの方に参加いただき、前半

は流星や流星群の仕組み、最近の宇宙科学の話などをしていただき、その後、屋上へ移動し流星群の観測会を

実施しました。 

とても寒い日でしたが、JA 大樹町から 

提供いただいたホットミルクを飲み、温 

まりながら流星群を観測しました。 

天候にも恵まれ多くの参加者が観測会の 

メインである「ふたご座流星群」を見る 

事ができ、とても充実した観測会となり 

ました。 

≪宇宙のまちのしろ≫ 

ノシロ共和国(秋田県能代市)は、秋田県北西部に位置

し、年間の平均気温は 10 度前後と温暖ですが、冬は

低温で、年間の降雪日数は平均 70 日程度あります。

能代市は、能代ロケット実験場、能代市子ども館の宇

宙関連展示、また毎年 8 月に行われる能代宇宙イベン

ト等の全国に誇れる地域資源を生 

かし、「宇宙のまちのしろ」を全国 

に情報発信しています。平成 24 

年度からは、のしろ銀河フェステ 

ィバルを開催し、26 年度は小惑 

星探査機はやぶさがイトカワから 

持ち帰った微粒子を特別公開し、 

多くの方にご来場いただきました。 

≪能代ロケット実験場≫ 

能代市南部の浅内浜にある「能代ロケット実験場」

は、ＪＡＸＡの付属研究施設です。 

 内之浦宇宙空間観測所から打ち上げられる観測ロケ

ットや、宇宙探査機打ち上げ用ロケットの開発のため、

固体ロケットモータの地上燃焼試験が主に行われてお

り、Ｍ－Ⅴロケットの各段ロケットモータの地上燃焼

試験や、イプシロンロケットの上段サブサイズモータ

の燃焼試験などが行われました。 

さらに近年は、将来の宇宙輸送システムの開発のた

め、「高頻度再使用ロケット」と呼ばれる、繰り返し使

用が可能なロケットの燃焼試験や離着陸試験、液体水

素を燃料としてマッハ５の飛行を目指す「予冷ターボ

ジェットエンジン」の地上燃焼試験、また、無毒で安

全な小型推進系の開発を目指す「亜酸化窒素／エタノ

ール推進系」の地上燃焼試験などの各種実験が行われ

ています。 

発 行：大樹町役場企画課企画係 

    〒089－2195 

            北海道広尾郡大樹町東本通３３番地 

      電話：01558-6-2113 

      ＨＰ：http://www.town.taiki.hokkaido.jp 

能代市のお祭り 

「天空の不夜城」

大樹町・JAXA 連携協力協定事業 

講演会の様子 観測会の様子 


	NO15(表面)
	NO15(裏面)

